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「子育てしやすいまちづくり」を進める八雲町だが「子育てしやすいまちづくり」を進める八雲町だが、、

多くの公園では、使用禁止となった遊具が何年も放置されています多くの公園では、使用禁止となった遊具が何年も放置されています。。
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が使用不可となっている。

　必要な箇所は更新すべき

と思うが。　　　　大久保
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令和４年　第１回定例会

144億3,900万円

27億137万円

2億4,536万円

20億6,888万円
特別会計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介　護　保　険

熊石地域簡易水道

下　　水　　道

農 業 集 落 排 水

病　　　　　　院

8,404万円

7億7,405万円

1億6,028万円

76億8,725万円

5億9,486万円

287億5,509万円

水　　　　　　道

合　　　　　計

一　般　会　計

企業会計

予算 144億3, 900万円
予算総額287億5, 509万4千円
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一般会計歳出　144億3, 900万円

一般会計歳入 144億3, 900万円 令和４年度会計別予算
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令和４年度一般会計
特別会計・企業会計を含めた

貯金と借金の状況は？？

令和３・４年度は見込み

������

������

������

������

������ ������ ����� ����� ����� �����

�����������

�����������

����������� ����������� �����������

�����������

�����������

�����������

����� �����������
�����������

����������� �����������
�����������

����������
����������

����������

���������� �����������
�����������

�����

������ ������ ����� ����� ����� �����

一般会計予算の推移

第１回定例会

令和４年
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ワ
イ
ナ
リ
ー
や
ウ
イ
ス
キ
ー

蒸
留
所
な
ど
の
誘
致
を
、
特
定

政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
全
体
像
の

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
く
、
不

透
明
な
ま
ま
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
二
海
サ
ー
モ
ン
養
殖

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
全

体
計
画
及
び
財
政
計
画
が
示
さ

れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
一
部
分
で

あ
る
サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設

整
備
事
業
が
、
令
和
４
年
度
予

算
に
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

八
雲
町
自
治
基
本
条
例
の
第

40
条
で
「
行
政
は
、
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
予
算
を
編
成
し
、

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
に
留

意
し
な
が
ら
計
画
的
か
つ
健
全

な
財
政
運
営
を
図
る
も
の
と
し

ま
す
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
進
め
方
は
こ

れ
に
合
致
す
る
も
の
と
は
到
底

思
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

審
議
に
お
い
て
は
、
特
定
政

策
、
二
海
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業

に
つ
い
て
は
、
詳
細
や
全
体
の

事
業
計
画
が
示
さ
れ
た
時
点
で

説
明
を
受
け
、
改
め
て
協
議
し

た
う
え
で
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
、
審
査
を
終
え

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

事
業
の
目
的
や
進
め
方
を
明
確

に
し
、
丁
寧
か
つ
慎
重
に
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
さ
れ
、
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
も

の
で
す
。

予算特別委員会付帯意見
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地域おこし協力隊配置事業

１億81万８千円

落部地域合葬墓整備及び管理事業

455万３千円

海岸漂着物処理事業

1,565万３千円

Ｕ・Ⅰターン就職奨励金事業

3, 000万円

木彫り熊デザイングッズ企画開発事業

880万円

第１回定例会
令和４年３月９日～３月16日

議案22件、同意１件、諮問３件を審議し、いずれも賛成多数で原案どおり可決しました。

　サーモン海面養殖を推進するためのサーモン種苗
生産に対する経費
　　
関連事業
　八雲地域サーモン養殖試験事業　　  66万9千円
　熊石地域サーモン養殖試験事業　4, 145万5千円
　北海道二海サーモン推進事業　      251万3千円

　流木及び浮き球等の廃プラスチック類の大量
漂着に伴う漁業被害防止と船舶の安全航行の確
保並びに海岸環境の保全を目的とした漂着物回
収処理業務
回収区間：黒岩大川地区から山崎川　約2.3㎞

　家族、身元引受人、その他関係者の申し出による
遺骨の合同永年管理

八雲地域合葬墓

１億3, 577万１千円

　

産
業
振
興
及
び
労
働
人
口
減
少

対
策
と
し
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し

た
者
で
転
入
し
て
か
ら
１
年
以
内

に
正
規
雇
用
さ
れ
た
も
の
に
対
し

奨
励
金
を
交
付

　「地域活動」に従事する都市住民を受け入れし、
その後の定住を目指す　　　　　　
　　　　計画数：継続13名、新規10名

　人気が高まりつつある木彫り熊の魅力発信に
合わせて町のPRを実施
　事業内容：デザイングッズの企画販売など

　

そ
の
「
や
る
気
」
を

活
か
し
ま
す
！
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�新役場庁舎整備事業

5, 532万８千円

地域公共交通網形成事業

2, 205万９千円

熊石総合支所暖房設備改修事業

1, 206万７千円

ふるさと応援寄附金積立金

12億円

総合ハザードマップ作成事業

450万４千円

サーモン種苗生産施設整備事業

令和４年
第１回定例会は上記の日程で開かれ、令和４年度予算、令和３年度補正予算、条例改正など

　

桧
山
海
岸
線
、
熊
石
八
雲

間
予
約
バ
ス
の
運
行
に
引
き

続
き
、
八
雲
地
域
の
新
た
な

バ
ス
路
線
の
試
験
運
行

　役場本庁舎及び公民館等を集約化した新庁舎の
整備基本設計及び執務環境プラン策定支援業務

　津波浸水想定区域、洪水浸水想定区域、
土砂災害警戒区域を１冊にまとめ、避難
場所及び危険個所を示した総合ハザード
マップを作成し配布

暖房設備改修工事　FF温風暖房機を18台設置

「役に立つ」足を

考えていこう！



予算特別委員会

〔 ６ 〕令和4年5月号

 

　
 
総
　
務
　
費

地
域
公
共
交
通
網
形
成
事
業

Ｑ
　
八
雲
町
内
の
公
共
交
通
網
の
早
期

実
現
が
必
要
で
は
な
い
か
。
町
民
の
要

望
調
査
は
す
る
の
か
。
（
関
口
）

Ａ
　
八
雲
地
域
の
試
験
運
行
に
つ
い
て

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
運
行
経
路
な
ど
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い

く
。
（
課
長
）

Ａ
　
調
査
に
つ
い
て
は
、
沿
線
自
治
体

や
関
係
機
関
と
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
（
町
長
）

街
路
灯
設
置
費
等
助
成
金

Ｑ
　
街
路
灯
の
設
置
は
、
全
額
町
で
助

成
し
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
と
津
波
で
避

難
す
る
時
、
高
台
に
ソ
ー
ラ
ー
の
街
路

灯
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
災
害
に
強

い
町
と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
思
う
。

（
牧
野
）

Ａ
　
街
路
灯
は
町
内
会
が
管
理
し
て
い

る
の
で
、
要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
た
い
。
避
難
所
や
高
台
へ
の
設
置
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
　
ゆ
め
議
会
の
と
き
に
、
八
雲
高
生

か
ら
、
ク
マ
の
出
没
も
あ
り
街
路
灯
が

必
要
と
い
っ
た
質
問
に
対
し
、
町
長
は
、

町
内
会
で
合
意
が
で
き
た
ら
応
援
す
る

と
答
弁
し
て
い
た
が
、
そ
の
真
意
は
？

（
三
澤
）

Ａ
　
街
路
灯
は
町
内
会
が
設
置
す
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
が
、
町
内
会
と
話
し

合
い
を
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

熊
石
地
域
審
議
会

Ｑ
　
熊
石
地
域
審
議
会
の
委
員
報
酬
が

昨
年
と
比
較
し
て
大
幅
に
増
額
し
て
い

る
が
。
（
牧
野
）

Ａ
　
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
が
、
議

会
の
よ
う
な
か
た
ち
で
幅
を
広
げ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
定
例
会
は
年
４
回
の

開
催
、
全
員
協
議
会
的
な
も
の
を
年
数

回
の
開
催
を
見
込
ん
で
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
（
課
長
）

自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

Ｑ
　
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
も
対
応
し
て
い

る
の
か
。
（
三
澤
）

Ａ
　
技
術
面
、
費
用
面
に
お
い
て
も
絶

対
と
言
い
切
れ
る
対
策
は
困
難
で
あ
る

が
、
可
能
な
範
囲
で
最
大
限
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
て
も
情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
分
離
し
な
が
ら
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
職
員
も
定
期
的
に
勉
強
し
な
が
ら

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
た
め
に
良

い
人
材
の
確
保
を
。
（
三
澤
）

Ａ
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
Ｉ
Ｔ
に
関
わ
る

職
員
の
確
保
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
事
業

Ｑ
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
率

は
？
（
関
口
）

Ａ
　
平
成
　
年
度
に
開
始
し
て
か
ら
現

２５

在
ま
で
　
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
退

２７

職
者
　
人
の
う
ち
　
人
が
定
住
者
で
、

１４

１０

定
住
率
は
　
％
と
な
っ
て
い
る
。
（
課

７１

長
）

Ｑ
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
費
の

考
え
方
は
？
（
三
澤
）

Ａ
　
活
動
状
況
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る

 安藤 　
あんどう

 辰行 　委員長
たつゆき
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が
、
主
な
活
動
費
と
し
て
家
賃
や
レ
ン

タ
カ
ー
代
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
る
べ

く
協
力
隊
員
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
予
算
計
上
し
て
い
る
。
（
課
長
）

災
害
備
蓄
品
整
備
事
業

Ｑ
　
自
衛
隊
と
協
力
し
な
が
ら
、
災
害

対
策
の
た
め
の
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
の

実
践
は
可
能
か
。
（
赤
井
）

Ａ
　
２
年
ほ
ど
前
に
航
空
自
衛
隊
八
雲

分
屯
基
地
と
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
実

現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
食
料
の

備
蓄
に
関
し
て
も
、
新
庁
舎
建
設
を
見

据
え
、
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。（
町
長
）

Ｑ
　
炊
き
出
し
な
ど
、
町
内
会
の
応
援

も
必
要
だ
と
思
う
が
。
（
三
澤
）

Ａ
　
町
内
会
に
頼
る
の
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

Ｑ
　
町
内
会
活
動
以
外
で
も
、
た
と
え

ば
子
ど
も
食
堂
だ
と
か
、
町
内
会
を
超

え
た
取
り
組
み
に
対
し
て
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
の
対
象
と
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
（
三
澤
）

Ａ
　
町
内
会
以
外
の
活
動
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
研
究
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
町
内

会
へ
の
助
成
の
仕
方
も
考
え
て
い
き
た

い
。
（
町
長
）

地
域
会
館
整
備
事
業

Ｑ
　
各
地
域
会
館
も
老
朽
化
し
、
建
替

え
が
必
要
な
の
も
理
解
で
き
る
が
、
人

口
減
少
を
考
え
た
と
き
、
会
館
の
統
合

や
公
共
施
設
の
利
用
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
。
（
赤
井
）

Ａ
　
会
館
の
規
模
・
使
用
人
数
・
利
用

実
態
等
を
調
査
し
、
建
替
え
や
統
廃
合

な
ど
を
考
え
て
い
く
。
（
課
長
）

Ａ
　
会
館
の
問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

熊
石
地
域
で
の
町
民
が
集
ま
れ
る
場
所

と
し
て
、
た
と
え
ば
移
動
可
能
な
サ
ロ

ン
カ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
み
た

い
。
（
町
長
）

選
挙
費

Ｑ
　
期
日
前
投
票
に
お
け
る
移
動
投
票

所
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な

い
が
。
（
三
澤
）

Ａ
　
公
用
車
を
使
用
す
る
な
ど
、
新
た

に
予
算
を
計
上
し
な
く
と
も
対
応
で
き

る
と
判
断
し
て
い
る
。
現
在
は
地
域
の

回
り
方
を
検
討
し
て
お
り
、
４
月
以
降
、

各
町
内
会
等
に
説
明
に
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
（
事
務
局
長
）

　
 
民
　
生
　
費

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

Ｑ
　
緊
急
通
報
装
置
は
必
要
な
人
に
届

い
て
い
る
の
か
。
新
し
い
も
の
は
使
い

勝
手
の
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
倉
地
）

Ａ
　
現
在
１
３
５
台
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
対
象
者

は
民
生
委
員
が
調
査
の
う
え
設
置
し
て

い
る
の
で
足
り
な
い
と
い
う
状
況
で
は

な
い
。
使
い
勝
手
で
い
え
ば
、
電
話
機

の
ほ
か
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

が
あ
り
、
倒
れ
た
場
合
な
ど
に
消
防
に

通
報
が
入
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

（
課
長
）

 赤  井 　 睦  美 　副委員長
あか い むつ み



〔 ８ 〕令和4年5月号

　
 
商
　
工
　
費

本
町
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

Ｑ
　
空
き
店
舗
前
な
ど
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
な
い
区
間
の
除
雪
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
高
齢
者
は
融

雪
溝
に
雪
を
捨
て
る
の
も
大
変
だ
。

（
黒
島
）

Ａ
　
除
雪
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
組
合

と
も
協
議
し
て
い
く
。
（
課
長
）

Ａ
　
融
雪
溝
の
水
が
足
り
な
い
問
題
は
、

道
路
を
管
理
し
て
い
る
北
海
道
と
協
議

し
て
い
る
。
（
町
長
）

　
 
林
　
業
　
費

有
害
駆
除
対
策
事
業

Ｑ
　
駆
除
報
償
費
の
内
訳
は
？
（
牧
野
）

Ａ
　
ヒ
グ
マ
は
５
万
円
、
エ
ゾ
シ
カ
は

１
万
３
千
円
、
タ
ヌ
キ
・
ア
ラ
イ
グ
マ

は
４
千
円
。
出
動
報
償
費
は
１
万
６
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
駆
除
し
た
頭
数
は
？
（
牧
野
）

Ａ
　
駆
除
頭
数
は
、
令
和
２
年
度
は
ヒ

グ
マ
　
頭
、
シ
カ
１
７
３
頭
、
令
和
３

３４

年
度
は
ヒ
グ
マ
　
頭
、
シ
カ
２
０
０
頭

２０

と
な
っ
て
い
る
。
（
課
長
）

　
 
水
　
産
　
費

サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業

Ｑ
　
熊
石
地
域
に
あ
る
北
海
道
の
施
設

と
上
八
雲
に
あ
る
施
設
を
取
得
し
た
場

合
、
修
繕
に
か
か
る
費
用
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
熊
石
の
施
設
に
つ
い
て
は
老
朽
化

の
た
め
改
修
に
は
２
～
３
千
万
円
、
ま

た
、
機
械
器
具
の
定
期
的
な
更
新
な
ど

に
数
百
万
円
の
維
持
管
理
費
が
必
要
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
上
八
雲
の
施
設
に
つ
い
て
は
現
状
の

ま
ま
で
も
使
え
る
の
で
は
と
認
識
し
て

い
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
今
ま
で
の
養
殖
試
験
に
か
か
っ
た

経
費
の
内
訳
と
、
施
設
の
取
得
に
か
か

る
経
費
の
財
源
内
訳
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
養
殖
試
験
に
か
か
っ
た
経
費
の
内

訳
は
、
令
和
２
年
か
ら
の
２
サ
イ
ク
ル

目
に
つ
い
て
は
、
町
の
補
助
金
が
約
１

６
３
０
万
円
で
、
そ
の
う
ち
施
設
整
備

に
約
１
２
０
０
万
円
、
種
苗
購
入
費
に

２
７
０
万
円
、
餌
代
に
約
１
５
０
万
円

が
主
な
経
費
と
な
っ
て
い
る
。

　
施
設
の
取
得
に
か
か
る
経
費
の
財
源

内
訳
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
繰
入

で
３
千
万
円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
１
千
万
円
、
そ
の
ほ
か
過
疎
債
で
４

２
７
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
　
種
卵
購
入
費
１
６
５
万
円
の
内
訳

は
？
（
三
澤
）

Ａ
　
海
外
か
ら
の
輸
入
で
、
２
ロ
ッ
ト

１
０
万
粒
を
予
定
。
（
課
長
）

Ｑ
　
種
卵
購
入
後
、
民
間
会
社
と
共
に

始
め
る
と
い
う
こ
と
か
。
（
三
澤
）

Ａ
　
４
月
に
施
設
を
取
得
後
、
す
ぐ
に

種
卵
を
購
入
し
、
ふ
化
を
始
め
て
い
く
。

海
面
養
殖
に
適
応
す
る
サ
イ
ズ
に
な
る

に
は
１
年
半
以
上
か
か
る
た
め
、
事
業

化
を
目
指
す
に
は
早
い
方
が
良
い
。

令
和
４
年
度
中
に
関
連
企
業
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。
（
課
長
）

Ｑ
　
ふ
化
作
業
は
誰
が
担
う
の
か
。

（
三
澤
）

Ａ
　
町
の
ほ
う
で
２
名
採
用
の
予
定
。

（
課
長
）

ダ
ム
の
ス
リ
ッ
ト
化

Ｑ
　
サ
ケ
マ
ス
の
漁
獲
量
に
つ
い
て
、

日
本
海
側
で
は
ダ
ム
に
ス
リ
ッ
ト
を
入

れ
て
か
ら
４
年
後
に
は
結
果
が
出
た
。

八
雲
町
で
も
ダ
ム
の
ス
リ
ッ
ト
化
を
北

海
道
に
強
く
要
請
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
（
三
澤
）

Ａ
　
ス
リ
ッ
ト
化
も
幾
分
影
響
が
あ
る

と
思
う
が
、
一
概
に
は
言
え
な
い
。

（
町
長
）

コ
ン
ブ
礁
造
成
事
業

Ｑ
　
八
雲
・
落
部
両
漁
協
の
コ
ン
ブ
の

水
揚
げ
が
減
っ
て
い
る
が
調
査
は
し
て

い
る
か
。
コ
ン
ブ
礁
造
成
事
業
は
ま
だ

続
く
の
か
。
（
黒
島
）

Ａ
　
コ
ン
ブ
漁
場
調
査
の
結
果
、
栄
浜

地
区
の
漁
礁
は
芽
が
出
て
お
り
、
成
長

状
況
・
繁
茂
状
況
か
ら
令
和
４
年
度
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
　
年
度
ま
で

１２

全
体
で
６
５
０
基
を
入
れ
る
予
定
。

（
課
長
）

水産試験場道南支場（熊石）



〔 ９ 〕 令和4年5月号

　
 
病
院
事
業
会
計

相
生
町
医
師
住
宅

Ｑ
　
相
生
町
医
師
住
宅
の
管
理
に
つ
い

て
、
年
間
５
千
万
円
の
費
用
が
か
か
っ

て
い
た
と
思
う
が
、
現
在
の
年
間
経
費

と
節
減
額
は
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
年
間
の
経
費
は
約
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
６
月
に
５
億

１
千
万
円
で
購
入
し
た
が
、
こ
の
先
支

払
う
賃
借
料
６
億
８
千
万
円
と
比
較
し
、

約
１
億
７
千
万
円
ほ
ど
の
負
担
軽
減
と

な
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
現
在
の
管
理
は
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
毎
年
の
見
積

も
り
合
わ
せ
に
よ
り
委
託
先
を
選
定
し

て
い
る
。
（
課
長
）

出
張
医

Ｑ
　
八
雲
総
合
病
院
の
外
来
診
療
は
出

張
医
の
数
が
と
て
も
多
く
、
患
者
か
ら

の
不
平
も
聞
こ
え
る
。
こ
れ
だ
け
出
張

医
が
多
い
と
信
頼
で
き
る
体
制
と
は
い

え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
（
能
登
谷
）

Ａ
　
医
師
配
置
は
、
こ
う
し
た
体
制
を

取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
医
師
確
保
に
向

け
て
大
学
の
医
局
と
パ
イ
プ
を
作
っ
て

い
く
。
（
事
務
長
）

医
療
機
械
器
具
整
備
事
業

Ｑ
　
白
内
障
の
手
術
装
置
は
今
回
初
め

て
の
導
入
か
。
（
倉
地
）

Ａ
　
白
内
障
の
手
術
装
置
に
つ
い
て
は

更
新
と
な
る
。
今
ま
で
も
白
内
障
の
手

術
は
行
っ
て
い
た
が
、
症
状
に
よ
っ
て

は
函
館
に
転
院
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

も
、
今
後
は
八
雲
で
手
術
が
可
能
と
な

る
。
（
事
務
長
）

熊
石
国
保
病
院

Ｑ
　
町
長
は
熊
石
国
保
病
院
の
改
築
に

つ
い
て
、
院
長
先
生
と
の
話
し
合
い
が

継
続
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
結
論
を

出
し
て
い
な
い
。
町
長
の
言
う
「
方
向

性
」
と
は
何
か
。
（
佐
藤
）

Ａ
　
熊
石
地
域
で
医
療
を
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
今
の
医
療
体
制
を
維
持

で
き
る
よ
う
な
方
法
を
院
長
先
生
と
話

し
合
っ
て
い
る
。
（
町
長
）

Ｑ
　
具
体
的
に
は
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
次
の
院
長
先
生
と
し
て
、
　

代
前

５０

後
の
若
い
先
生
を
招
聘
し
継
続
し
て
い

く
こ
と
。
更
に
八
雲
総
合
病
院
と
熊
石

国
保
病
院
の
連
携
を
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
く
こ
と
。
（
町
長
）

賛
成
討
論

　
各
委
員
が
施
策
に
対
し
注
意
喚
起
・

提
言
し
た
こ
と
を
、
真
摯
に
受
け
止
め

る
と
い
う
町
長
や
執
行
部
側
の
発
言
も

あ
り
、
期
待
を
込
め
て
賛
成
討
論
と
す

る
。

（
三
澤
公
雄
議
員
）

反
対
討
論

（
病
院
事
業
会
計
予
算
）

　
今
定
例
会
初
日
に
、
熊
石
国
保
病
院

建
替
事
業
の
実
施
設
計
業
務
委
託
料
と

用
地
取
得
費
の
全
額
減
額
補
正
が
議
決

と
な
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算

に
も
計
上
ゼ
ロ
で
あ
り
、
八
雲
町
総
合

計
画
実
施
計
画
書
に
も
、
今
後
３
ヶ
年

の
事
業
費
が
未
定
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
、
熊
石
町
内
会
連
絡
協
議
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
、
「
　
床
で
の
建
替
え
」

45

を
求
め
る
１
５
５
６
筆
の
署
名
の
重
み

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
町
長
は
熊
石
国
保
病
院
の
建
替
え
に

つ
い
て
、
院
長
先
生
と
の
話
し
合
い
継

続
中
を
理
由
に
結
論
を
出
し
て
い
な
い
。

「
方
向
性
が
決
ま
れ
ば
、
速
や
か
に
予

算
を
補
正
す
る
つ
も
り
だ
」
と
述
べ
て

い
る
が
、「
方
向
性
」
と
は
何
を
指
す
の

か
？

　
町
民
や
議
会
に
、
町
長
の
考
え
る

「
方
向
性
」
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
化
も
さ
れ
て

い
な
い
熊
石
国
保
病
院
建
替
事
業
に
早

急
に
取
り
か
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
病
院
事
業
会
計
予

算
に
反
対
す
る
。

（
佐
藤
智
子
議
員
）

反
対
討
論
（
一
般
会
計
予
算
）

　
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
に
つ
い
て
、
以

下
の
点
で
疑
問
が
あ
る
た
め
賛
同
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
自
治
基
本
条
例
を
遵
守
し
て
い
な
い
。

②
事
業
全
体
の
予
算
や
計
画
が
明
確
で

な
く
、
一
部
だ
け
示
さ
れ
て
も
大
き
な

不
安
が
残
る
。

③
「
赤
字
な
ら
す
ぐ
手
を
引
く
」
と
の

説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
の
施
設

が
ど
う
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

④
漁
業
者
全
体
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
見
え
な
い
。

⑤
総
合
計
画
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
討
論
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
赤
井
睦
美
議
員
）



令和4年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和4年5月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

 問
 
　
冬
の
深
夜
な
ど
最
悪
な
条
件
下

で
は
、
人
は
１
ｍ
の
津
波
高
で
１
０
０

％
死
亡
す
る
と
内
閣
府
が
分
析
し
て
い

る
が
、
予
定
地
の
最
大
浸
水
予
測
は
ど

の
く
ら
い
か
。

 消
防
長
 

最
大
で
３
・
１
ｍ
と
な
っ

て
い
る
。

 問
 
　
浸
水
区
域
に
消
防
署
を
建
て
る

こ
と
は
消
防
庁
の
法
令
や
指
針
に
合
致

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
津
波
浸
水
想

定
区
域
図
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
公
共

施
設
建
設
場
所
に
は
全
く
関
係
な
い
の

か
。

 消
防
長
 

法
令
等
に
合
致
し
て
い
る

か
、
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
。

 町
長
 

浸
水
し
な
い
と
こ
ろ
が
良
い

と
は
思
う
が
、
一
番
大
事
な
救
急
を
考

え
る
と
、
近
く
に
適
地
が
な
い
。
地
域

住
民
に
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ

こ
が
落
部
地
域
で
最
良
の
場
所
と
考
え

て
い
る
。

 大  久  保  建  一  議員
おお く ぼ けん いち 問

 
　
八
雲
消
防
署
落
部
出
張
所
併
設

第
６
分
団
格
納
所
を
落
部
駅
前
に
移
転

し
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ

は
津
波
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
大
津
波
の
教
訓
か
ら
、
場
所

を
再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

八
雲
消
防
署
落
部
出
張
所
は

老
朽
化
と
手
狭
な
た
め
令
和
４
年
度
に

土
地
取
得
を
検
討
し
て
い
る
。
予
定
地

は
土
地
の
か
さ
上
げ
や
建
物
構
造
な
ど

を
考
慮
し
建
設
す
る
こ
と
で
、
最
小
限

の
被
害
で
食
い
止
め
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
迅
速
な
救
急
・
火
災
等
の
対
応

が
可
能
な
場
所
と
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。 Ｑ

 
浸
水
区
域
に
消
防
署
を
建
て
る
の
か

Ａ
 
他
に
適
地
な
く
総
合
的
に
判
断
し
た

 問
 
　
交
通
事
故
の
心
配
の
な
い
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
望
む
声
が
あ

る
。
総
合
体
育
館
そ
ば
の
交
通
公
園
を

改
修
し
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

 教
育
長
 

ケ
ガ
が
つ
き
も
の
の
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
そ
の
責
任
を
設
置
者

や
管
理
者
に
転
嫁
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ま
た
利
用
マ
ナ
ー
の
問
題
か
ら
苦
情
が

多
く
、
運
営
が
難
し
い
施
設
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
住
民
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
考
え
た
い
。

 問
 
　
教
育
執
行
方
針
に
も
「
多
様
化

す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
情
報
の
発
信
と
機
会
の
確
保
に

努
め
る
」
と
あ
る
。
ま
さ
し
く
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

新
し
い
こ
と
は
取
り
入
れ
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
、
若
い
人
の
声
を

も
う
少
し
聴
き
な
が
ら
考
え
た
い
。

Ａ
　
町
民
の
声
を
聴
き
、
検
討
す
る

Ｑ
　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
し
よ
う



町政を問う

〔 １１ 〕 令和4年5月号

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
年
々
漁
獲
量
が
減
る
こ
と
に
よ

る
水
産
業
の
衰
退
を
、
何
と
か
食
い
止

め
よ
う
と
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
が
提
案

さ
れ
、
新
年
度
予
算
に
上
八
雲
の
ふ
化

施
設
取
得
の
予
算
も
計
上
さ
れ
た
が
、

総
事
業
費
の
予
算
、
事
業
の
目
標
や
目

的
に
至
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
明

確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
自
治
基
本
条
例
第
　
条
に
「
行
政
は
、

４０

総
合
計
画
に
基
づ
い
て
予
算
を
編
成
し
、

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
に
留
意
し
な

が
ら
計
画
的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
を

図
る
も
の
と
し
ま
す
。
」
と
あ
る
が
、

サ
ー
モ
ン
事
業
は
総
合
計
画
に
も
載
っ

て
い
な
い
た
め
、
中
長
期
的
な
財
政
見

通
し
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
全
体
像
を

示
さ
れ
な
い
中
で
、
一
部
だ
け
は
認
め

ろ
と
い
う
や
り
方
は
、
か
な
り
乱
暴
。

今
回
の
よ
う
な
大
き
な
金
額
を
動
か
す

事
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
よ
り
丁
寧
な

説
明
と
慎
重
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

は
大
い
に
反
省
し
て
い
る
。

　
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
が
、

私
は
こ
の
８
年
間
、
産
業
の
活
性
化
の

た
め
担
当
課
と
協
議
し
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
町
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、
乱

暴
で
も
型
破
り
で
も
信
念
を
持
っ
て
進

め
て
行
く
。
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
と

フ
ェ
リ
ー
は
必
ず
や
り
遂
げ
る
と
い
う

思
い
で
い
る
が
、
赤
字
に
な
る
も
の
は

や
ら
な
い
。
い
つ
で
も
軌
道
修
正
を
す

Ｑ
 
自
治
基
本
条
例
を
遵
守
す
べ
き
！

Ａ
 町
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、
必
ず
や
り
遂
げ
る

る
。

 問
 
　
ふ
る
さ
と
納
税
が
な
く
な
っ
て

も
収
益
に
困
ら
な
い
方
法
を
研
究
す
る

の
は
よ
く
わ
か
る
が
、
ル
ー
ル
が
あ
る

以
上
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
る
べ
き
。

こ
こ
で
前
例
を
作
る
と
、
今
後
も
っ
と

横
暴
な
町
長
が
出
て
き
た
場
合
、
勝
手

な
こ
と
を
し
て
も
許
さ
れ
て
し
ま
う
。

み
ん
な
で
作
っ
た
自
治
基
本
条
例
は

し
っ
か
り
守
る
べ
き
。
暴
挙
は
議
会
が

止
め
る
。

 町
長
 

総
合
計
画
は
、
今
年
見
直
し

の
年
で
も
あ
る
の
で
、
サ
ー
モ
ン
事
業

を
し
っ
か
り
と
載
せ
な
が
ら
、
進
め
て

行
く
。

 問
 
　
ユ
ニ
セ
フ
が
提
唱
す
る
「
子
ど

も
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｉ
）
が
開
始
さ
れ
、
ニ
セ
コ
町
、
安

平
町
、
宮
城
県
富
谷
市
、
東
京
都
町
田

市
、
奈
良
県
奈
良
市
の
５
市
町
が
実
践

自
治
体
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
は
、
結
果
的

に
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
。
八
雲
町
も
子
ど
も

達
の
意
見
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
、

町
民
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

を
目
指
そ
う
！

 町
長
 

子
ど
も
達
が
ま
ち
づ
く
り
に

主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
実
感
す
る

こ
と
も
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

ニ
セ
コ
町
や
安
平
町
の
事
例
を
参
考
に

研
究
し
て
い
く
。

 問
 
　
８
年
前
に
、
住
民
自
治
意
識
を

高
め
る
た
め
に
中
高
生
の
意
見
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
仕
組
み
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
提
言
し
た
時
、
平
成
　
年
度
中

２７

に
は
町
長
と
話
し
合
う
た
め
の
仕
組
み

を
作
る
と
の
答
弁
が
あ
り
期
待
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 町
長
 

あ
の
時
は
や
る
気
だ
っ
た
が
、

な
か
な
か
進
ま
ず
実
行
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
反
省
し
、
今
後
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Ａ
　
今
後
、
真
剣
に
取
り
組
む

Ｑ
　
子
ど
も
に
優
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
！

　
あ
の
時
、
な
ぜ
止
め
な
か
っ
た
？

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
事
業

は
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保



令和4年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １２ 〕令和4年5月号

 町
長
 

令
和
４
年
度
に
、
津
波
・
洪

水
・
土
砂
災
害
を
一
つ
に
ま
と
め
た
総

合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
世

帯
へ
の
配
布
と
ウ
ェ
ブ
版
で
の
周
知
を

予
定
し
て
い
る
。

マ
ッ
プ
も
大
事
だ
が
、
逃
げ
る
方
策
を

住
民
が
把
握
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
と

考
え
る
。
町
内
会
と
連
動
し
な
が
ら

マ
ッ
プ
の
利
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
②
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変

化
の
中
、
避
難
所
の
あ
り
方
も
変
わ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
災
害
が

起
き
た
時
間
帯
、
備
蓄
の
件
、
女
性
へ

の
細
や
か
な
対
応
な
ど
、
様
々
な
問
題

に
取
り
組
む
防
災
専
門
の
課
を
作
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
力
と
な
れ
る

よ
う
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

 町
長
 

強
い
揺
れ
や
長
い
揺
れ
を
感

じ
た
ら
、
い
ち
早
く
海
岸
か
ら
離
れ
、

よ
り
高
い
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と

し
て
、
指
定
避
難
所
だ
け
で
は
な
く
、

車
中
や
知
人
宅
な
ど
で
の
分
離
避
難
も

必
要
と
考
え
る
。

　
専
門
部
署
の
設
置
は
、
人
材
が
足
り

て
い
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
が
、
募
集

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
防
災
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
準
備
に

は
少
し
時
間
が
か
か
る
が
、
進
め
て
い

き
た
い
。

 問
 
　
③
情
報
が
得
ら
れ
に
く
い
家
庭

に
つ
い
て
は
、
戸
別
受
信
機
が
必
要
で

は
な
い
か
。
緊
急
時
の
お
知
ら
せ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 町
長
 

津
波
の
情
報
は
防
災
無
線
を

考
え
て
い
る
が
、
携
帯
電
波
を
利
用
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
戸
別
受
信
機
等
、

伝
え
る
手
段
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

 倉  地 　 清  子  議員
くら ち きよ こ

Ｑ
 
八
雲
町
の
津
波
対
策
に
つ
い
て

Ａ
 
課
題
と
認
識
し
対
策
を
進
め
る

 問
 
　
④
平
成
　
年
に
作
成
し
た
「
八

２５

雲
町
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
　

歳
以
上
の
高
齢
者

７５

の
み
の
世
帯
や
要
介
護
者
（
要
介
護
度

３
～
５
）
、
障
が
い
者
及
び
難
病
者
な

ど
要
援
護
者
へ
の
避
難
支
援
対
策
に
つ

い
て
、
町
内
会
な
ど
と
覚
書
を
締
結
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

対
象
と
な
る
団
体
数
と
、
現
在
、
覚
書

を
締
結
し
て
い
る
団
体
は
い
く
つ
あ
る

か
。

　
ま
た
、
今
後
の
避
難
支
援
対
策
の
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 町
長
 

避
難
行
動
要
援
護
者
の
個
別

避
難
行
動
計
画
を
策
定
す
る
う
え
で
、

対
象
と
な
る
町
内
会
は
１
２
６
町
内
会

あ
り
、
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
の
は
　２１

町
内
会
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
会
で

支
援
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　
津
波
が
来
た
ら
逃
げ
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
な
が
ら
進
め
る
の
が
一
番
得
策

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
国
の
施
策

も
あ
る
の
で
、
そ
の
辺
も
注
視
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
令
和
３
年
７
月
、
北
海
道
は
、

国
の
「
日
本
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
モ

デ
ル
」
公
表
を
受
け
て
、「
北
海
道
太
平

洋
沿
岸
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定
」
を

公
表
し
た
。
こ
の
想
定
に
よ
れ
ば
、
八

雲
町
の
浸
水
想
定
面
積
は
渡
島
で
２
番

目
に
大
き
く
、
最
大
津
波
水
位
は
３
番

目
に
高
い
と
示
し
て
お
り
、
影
響
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。
　

　
津
波
対
策
に
つ
い
て
計
画
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
日
本
海
溝
モ
デ

ル
へ
早
め
の
改
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。



町政を問う

〔 １３ 〕 令和4年5月号

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ 問

 
　
地
域
ご
と
に
行
っ
て
い
た
健
診

会
場
は
大
幅
に
減
ら
さ
れ
、
車
を
運
転

し
な
い
高
齢
者
は
会
場
に
行
く
の
も
容

易
で
は
な
い
。
遠
方
の
対
象
者
に
は
送

迎
バ
ス
を
用
意
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

住
民
健
診
は
平
成
　
年
度
ま

２９

で
は
地
域
の
会
館
を
巡
回
し
て
実
施
し

て
い
た
が
、
特
定
健
診
制
度
の
改
正
に

伴
い
、
眼
底
検
査
や
心
電
図
検
査
な
ど

の
詳
細
な
検
査
を
当
日
に
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
　
年
度
か
ら
は
、

３０

八
雲
総
合
病
院
と
熊
石
国
保
病
院
を
健

診
機
関
と
し
て
い
た
の
を
変
更
し
、
大

型
の
検
診
車
を
保
有
す
る
町
外
の
健
診

機
関
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
、
会
場

や
時
間
に
制
限
が
生
じ
た
。

　
健
診
会
場
の
縮
小
に
伴
い
、
バ
ス
に

よ
る
送
迎
を
計
画
し
た
が
、
希
望
者
が

少
数
だ
っ
た
た
め
、
公
用
車
で
の
個
別

送
迎
に
切
り
替
え
て
い
る
。

 問
 
　
八
雲
高
校
で
も
、
今
年
の
４
月

か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育
が

始
ま
る
。

　
北
海
道
は
原
則
保
護
者
負
担
と
い
う

方
針
だ
が
、
新
し
く
購
入
す
る
と
一
台

４
万
５
千
円
程
度
か
か
る
。
一
部
を
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

 町
長
 

生
徒
が
す
で
に
所
有
し
て
い

Ｑ
 
住
民
健
診
に
バ
ス
送
迎
導
入
を

Ａ
 
希
望
者
が
少
な
く
、
公
用
車
を
利
用

る
端
末
を
学
校
に
持
ち
込
む
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
お
り
、
低
所
得
者
世
帯
の
生

徒
に
は
学
校
に
整
備
さ
れ
た
　
台
の
ク

４５

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
の
中
か
ら
貸
し
出
す
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
支
援
は
必
要
な
い

と
考
え
て
い
る
。

 教
育
長
 

八
雲
高
校
は
各
学
年
約

　
名
。
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
、
約

８０２
４
０
名
に
対
し
て
の
　
台
だ
が
、
低

４５

所
得
者
世
帯
を
算
定
し
た
う
え
で
の
台

数
で
あ
り
、
不
足
は
生
じ
な
い
。

 問
 
　
地
元
に
残
っ
て
農
業
・
漁
業
・

商
工
業
を
継
ぐ
人
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
も

家
業
を
支
え
て
い
る
。
中
卒
・
高
校
中

退
者
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
の
八
雲
を

担
う
青
年
た
ち
を
励
ま
す
施
策
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

 町
長
 

令
和
４
年
度
の
新
事
業
「
Ｉ

タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
事
業
」

は
「
働
く
人
を
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ
に

八
雲
町
を
離
れ
て
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
る
方

や
、
新
た
に
転
入
さ
れ
る
Ｉ
タ
ー
ン
の

方
が
１
年
以
内
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
場

合
に
最
大
２
年
間
の
奨
励
金
を
交
付
す

る
制
度
で
あ
る
。

　
地
元
の
中
卒
・
高
校
中
退
者
に
も
新

し
く
就
職
す
る
方
に
は
支
給
す
る
。
た

だ
、
町
内
の
後
継
者
（
家
業
従
事
者
含

む
）
支
援
は
、
ま
た
別
な
こ
と
で
あ
り
、

色
々
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研
究
を
深

め
た
い
。

 問
 
　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促

進
法
」
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
文

房
具
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
一
括
回
収
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

 町
長
 

一
括
回
収
を
実
施
す
る
場
合
、

分
別
作
業
が
増
え
る
。
委
託
業
者
の
人

員
体
制
強
化
と
委
託
料
の
増
額
等
、
準

備
期
間
が
必
要
だ
が
可
能
な
段
階
で
実

施
し
た
い
。

Ａ
　
支
援
は
必
要
な
い

Ｑ
　
八
雲
高
生
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
購
入
補
助
を

Ａ
　
施
策
、
研
究
す
る

Ｑ
　
家
業
に
従
事
す
る

　
　
　
　
　
　
　
青
年
た
ち
を
応
援
し
よ
う

Ａ
　
可
能
な
段
階
で
実
施
し
た
い

Ｑ
　
プ
ラ
ご
み
の
回
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
す
る
考
え
は



令和4年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １４ 〕令和4年5月号

 こ
れ
ま
で
の
流
れ

　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
、
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
規
制
法
に
基
づ
い
て
条
例
を

作
る
べ
き
で
は
？
」
の
問
い
に
、
町
長

は
「
今
あ
る
指
針
（
内
部
規
程
）
で
十

分
だ
」
と
答
え
た
。

 問
 
　
「
八
雲
町
地
域
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
戦
略
」
を
画
餅
に
さ
せ
な

い
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た
町
長
の
考
え
は
？

　
ま
た
、
Ｊ－

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
い
う
制

度
が
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
る

か
？

 町
長
 

各
課
の
連
携
を
密
に
行
い
、

掲
げ
た
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
関
心
や

脱
炭
素
意
識
に
つ
い
て
、
改
め
て
強
く

認
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 商
工
観
光
労
政
課
長
     Ｊ－

ク
レ

ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、「
導
入
戦
略
」
を

策
定
し
て
い
る
段
階
で
は
議
論
は
さ
れ

て
い
な
い
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
お
金
に

替
え
る
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
申

請
か
ら
国
の
認
定
ま
で
、
２
～
３
年
程

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

Ｑ
 
立
場
の
弱
い
人
が
相
談
で
き
る
体
制
か
？

Ａ
 
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く

Ａ
　
全
町
を
巻
き
込
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ

Ｑ
　
Ｊ－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
を
上
げ
て
は

度
を
要
す
る
こ
と
が
課
題
で
は
あ
る
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
「
八
雲
町
こ
ど
も
の
い
じ
め
防

止
条
例
」
の
よ
う
な
「
い
じ
め
を
な
く

そ
う
」
と
い
う
強
い
精
神
で
、
職
場
で

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
応
で
き
な
い
の

か
。

 町
長
 

役
場
も
働
く
環
境
を
整
え
、

「
持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

は
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
意
識

し
た
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

 総
務
課
長
 

意
識
を
高
め
て
、
「
八

雲
町
は
絶
対
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
許
さ

な
い
！
」
と
町
内
外
に
広
く
知
ら
し
め

る
た
め
に
も
、
条
例
化
は
必
要
。

今
あ
る
指
針
と
は

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関

す
る
指
針
」
（
平
成
　
年
４
月
施
行
）

２６

そ
し
て
同
年
に
は

「
八
雲
町
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」

（
平
成
　
年
９
月
施
行
）

２６

・
相
手
に
身
体
的
・
心
理
的
「
苦
痛
」
を

感
じ
さ
せ
た
な
ら
「
い
じ
め
」
で
あ
る
と

定
義
。

　
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
も
当
て

は
ま
る
の
で
は
？

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
、
お
金
に
換
算

で
き
る
取
引
き

2050カーボンニュートラルとは？

�����

�������������������������
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Ｊ－クレジットに認定され、2,000

 円／トンで取引されたら…

１億2,400万円になる！

���

���

���

����

����

����

前号の「議会広報」12ページに

「八雲町のＣＯ２削減量、約６

万２千トンは見込める！」とあ

るが…



町政を問う

〔 １５ 〕 令和4年5月号

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し 問

 
　
地
方
公
共
団
体
は
、
「
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
）
」
に
基
づ
き
、

「
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
」
を
策
定

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
実
行
計
画

は
２
種
類
あ
り
、
「
事
務
事
業
編
」
と

「
区
域
施
策
編
」
が
あ
る
が
、
八
雲
町

の
策
定
状
況
は
？

　
ま
た
、
各
種
再
エ
ネ
の
補
助
金
や
交

付
金
を
活
用
し
て
、
「
脱
炭
素
化
事
業
」

な
ど
の
計
画
に
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

 町
長
 

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
事
務
事
業
編
」
は
、
地
方
公
共
団

体
の
事
務
及
び
事
業
に
関
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
の
抑
制
等
を
推
進
す

る
た
め
の
計
画
で
あ
り
、
平
成
　
年
度

２０

に
「
八
雲
町
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事

務
事
業
編
）
」
を
策
定
し
、
町
内
の
公
共

施
設
に
お
け
る
節
電
な
ど
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
 
八
雲
町
の
地
球
温
暖
化
対
策
は

Ａ
 
世
界
共
通
の
問
題
、
　
　
　
　
　
　
　
　

様
々
な
主
体
の
協
力
・
連
携
が
必
要

議会これからの予定
《５月》　　　１２日　総務経済常任委員会
　　　　　　　１９日　文教厚生常任委員会
《６月》　　　２日　議会運営委員会
　　　　７日～９日　第２回定例会
　　　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　　　　　議会運営委員会

議会を傍聴してみませんか

次の議会は、

令和４年第２回定例会

６月７日（火）午前10時から

開会の予定です。

お気軽に足を運んでみてください。

YouTubeで映像配信もします

　
ま
た
、「
区
域
施
策
編
」
は
現
在
策
定

し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
繋
げ
る
計
画

と
し
て
「
八
雲
町
地
域
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
戦
略
」
を
策
定
中
で
あ
り
、

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

　
「
改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
」
が

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、「
区
域
施
策
編
」
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
む
予
定
で
あ
り
、
地
域

脱
炭
素
化
促
進
事
業
に
関
す
る
事
項
と

し
て
、
北
海
道
か
ら
新
た
に
示
さ
れ
る

基
準
に
基
づ
き
、
促
進
区
域
の
設
定
や

地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
の
取
り
組
み
、

地
域
の
経
済
と
社
会
の
持
続
的
発
展
に

資
す
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
「
脱
炭
素
化
事
業
」
な
ど
の
計
画
に
、

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か
に
つ
い
て

は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
事
業
の
展
開
が
さ
れ
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。



〔 １６ 〕令和4年5月号

定例会・臨時会議件一覧

令和４年第２回臨時会（令和４年２月２２日）

令和３年度八雲町一般会計補正予算（第１０号）議案第１号

令和４年第１回定例会（令和４年３月９日～１６日）

令和３年度八雲町病院事業会計補正予算（第５号）議案第２０号令和４年度八雲町一般会計予算議案第１号

八雲町合葬墓条例の一部を改正する条例議案第２１号令和４年度八雲町国民健康保険事業特別会計予算議案第２号

令和３年度八雲町一般会計補正予算（第１２号）議案第２２号令和４年度八雲町後期高齢者医療特別会計予算議案第３号

令和４年度八雲町一般会計補正予算（第１号）議案第２３号令和４年度八雲町介護保険事業特別会計予算議案第４号

八雲町教育委員会教育長の任命に関し同意を求め

ることについて
同意第１号

令和４年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計

予算
議案第５号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて
諮問第１号令和４年度八雲町下水道事業特別会計予算議案第６号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて
諮問第２号令和４年度八雲町農業集落排水事業特別会計予算議案第７号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて
諮問第３号令和４年度八雲町病院事業会計予算議案第８号

ロシアによるウクライナ侵略を強く非難する決議発委第１号令和４年度八雲町水道事業会計予算議案第９号

ケア労働者の大幅賃上げと職員配置基準の見直し

を求める意見書
発議第１号八雲町自治基本条例の一部を改正する条例議案第１０号

給付型奨学金制度の拡充と教育費負担の軽減を求

める意見書
発議第２号

行政手続における押印見直し伴う関係条例の整備

に関する条例
議案第１１号

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進

を求める意見書
発議第３号八雲町個人情報保護条例の一部を改正する条例議案第１２号

高齢者の医療費窓口負担の２倍化を中止し、「原

則１割」の継続を求める意見書
発議第４号

八雲町一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例
議案第１３号

「敵基地攻撃能力」の保有の検討を行わないこと

を求める意見書
発議第５号八雲町地域会館等条例の一部を改正する条例議案第１４号

介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対

象職種の拡大を求める意見書
発議第６号八雲町国民健康保険税条例の一部を改正する条例議案第１５号

日米地位協定の見直しを求める意見書発議第７号
八雲町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条

例
議案第１６号

予算特別委員会審査報告書指定管理者の指定について議案第１７号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書指定管理者の指定について議案第１８号

令和３年度八雲町一般会計補正予算（第１１号）議案第１９号

令和４年第３回臨時会（令和４年３月２８日）

八雲町サーモン種苗生産施設条例議案第１号



〔 １７ 〕 令和4年5月号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

斎
　
藤
　
　
　
實

能
登
谷
　
正
　
人

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

○○○○○○×○○○×××可　　決令和４年度八雲町一般会計予算議案第１号

○○○○○○○○○○×××可　　決令和４年度八雲町病院事業会計予算議案第８号

○××○○○○○○○××○可　　決令和３年度八雲町病院事業会計補正予算（第５号）議案第２０号

×××××○××××○○○否　　決
ケア労働者の大幅賃上げと職員配置基準の見直し

を求める意見書
発議第１号

×××××○××××○○○否　　決
給付型奨学金制度の拡充と教育費負担の軽減を求

める意見書
発議第２号

○○○○○○○○○○××○可　　決
地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進

を求める意見書
発議第３号

××××××××××○○○否　　決
高齢者の医療費窓口負担の２倍化を中止し、「原

則１割」の継続を求める意見書
発議第４号

×××××○××××○○○否　　決
「敵基地攻撃能力」の保有の検討を行わないこと

を求める意見書
発議第５号

××○××○××××○○○否　　決日米地位協定の見直しを求める意見書発議第７号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第１回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

（注）新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止又は延期する場合がありますので、

　　御了承ください。 

議会報告会の日程が決まりました（予定）

令和４年７月20日(水) 

会場　はぴあ八雲　　　　13：30～

会場　くまいし館　　　　18：00～

会場　落部町民センター　18：00～ 

皆さんの声を聞かせてください

���������������

�����������������

○○○○○○○○○○○××可　　決八雲町サーモン種苗生産施設条例議案第１号

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第３回臨時会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）



〔 １８ 〕令和4年5月号

＜令和２年度の取り組み＞

① ウニの大量発生！

　ホタテのかごにはウ二が大量

にくっついています。海域内の

ウニ密度が高く、身入りの状況

も悪いため、販売価格も低下。

さらに、コンブを食い荒らすた

め，藻場の荒廃にもつながって

います。

〈実入りのないウニ〉

〈ウニはコンブが大好物！〉

〈ダイバーによる痩せウニ駆除の様子〉

② コンブ資源の減少！

　ウニによる食害と共に、海洋環

境の変化に伴い、コンブ資源の著

しい減少が確認された。

　コンブ資源は、多くの組合員が

利用する資源であり、その回復は

喫緊の課題となった。

③ 駆除事業

　町の助成も得て、令和２年

度から、コンブ礁の設置事業

が開始。この事業を有益なも

のとするため、ウニ駆除計画

を実施、ダイバーに委託し、

ウニの駆除に乗り出す。

　しかし、単に駆除ウニを廃

棄するだけでは、持続性の確

保が困難なため、北大の協力

を得て給餌養殖実験を開始。

陸上での水槽試験（１トンタ

ンク４個）と漁港内等でのか

ご（12本）の養殖試験を実施。

　ダイバーに委託する費用も膨大なうえに、駆除

されたウニはお金をかけて処理していた。給餌養

殖では、身入りや色合いに一定の成果を得られた

が、天然と比べ薄味との評価。餌料の配合に改善

が必要。

　陸上養殖については、ポンプ稼働によるエネル

ギーコストを考えると採算性が取れないことが確

認された。また、老体の個体では実入りの改善は

なかった。
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今
回
は
、
落
部
漁
協
と
北
大
、
北
三
陸
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
が
共
同
で
行
っ
た
『
ウ
ニ
畜
養
実
証

試
験
』
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

「北三陸ファクトリー」は岩手県にある会社で、やせウニに

上質な餌を与えて、身入りの良いウニを生産しています。



〔 １９ 〕 令和4年5月号

＜令和３年度の取り組み＞

① 駆除体制

　ダイバー委託だけでは、駆除費が膨大となる

ため、今後の持続性も考え、漁業者による駆除

手法（延縄式ウニざる漁法：特別採取許可によ

る）を確立。

③ 給餌養殖

　漁港内に篭（18本）、提携先企業が提供した生簀

型篭（４基）を使用し、駆除ウニ約12, 000個を養殖。

　給餌は、週１回給餌と隔週給餌の試験を実施し、

養殖密度・給餌効果の検証を実施。

　養殖成果品は、提携先企業による加工販売試験に

より、好結果を得ることができた。養殖密度・給餌

量の効果については現在北大にて解析中。

② ウニの適正密度

　空中ドローンによる、俯瞰的な浅海漁場図の

作成と、これに基づいた箇所への水中ドローン

による海底状況調査により、北大の協力を得て

適正密度を把握し、今後の駆除に活用できる体

制とした。

　　　　　　　　　　　　　コンブを守るためにウニを駆除し、そのウニをただ捨てるのではなく、

餌を与えて身入りをよくして販売するこの取り組みは、コンブも育ち、ウニの収益にも結び付き、

森林の2. 5倍の吸収力と言われているコンブ礁による二酸化炭素（ブルーカーボン）の削減にも貢

献できる、まさに持続可能な取り組みです。令和３年に水揚げしたウニの97％はA級品で、残りの

３％はウニバター等に加工販売。削減された二酸化炭素は、国が認証する『Ｊ－クレジット』とし

て大企業が買うと、その収益は自治体に入ってくるという仕組み。そうなると、まさに一石三鳥！

この事業、本格的に稼働してほしいですね！

【一石三鳥の取り組み】

〈このかごにウニ入っています〉



〔 ２０ 〕令和4年5月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和４年２月から４月の

各常任委員会の活動です。

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
保
健
福
祉
課
】

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
八
雲
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
送
迎
車
両
は
老
朽

化
に
よ
り
更
新
予
定
で
し
た
が
、
東
南

ア
ジ
ア
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
部
品
の
欠
品
、
半
導
体
の

欠
品
に
よ
り
生
産
が
遅
れ
、
令
和
３
年

し
ま
っ
た
鳥
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
子
々
孫
々
に
豊
か
な
海
を
残
す
た
め

に
も
、
今
、
し
っ
か
り
と
考
え
、
全
町

民
で
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
！

 【
総
合
病
院
】

　
令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
年
前
は
、
病
院
へ
の
基
準
内
繰
入

１０
が
４
億
円
程
度
で
し
た
が
、
今
は
地
域

の
医
療
を
守
る
た
め
国
の
繰
入
基
準
が

変
わ
り
、
総
合
病
院
へ
の
基
準
内
繰
入

は
約
　
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
医
師
・

１２

ス
タ
ッ
フ
等
の
経
営
改
善
の
努
力
も
あ

り
、
病
院
経
営
は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
国
の
方
針
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

文
教
厚
生

度
の
納
車
が
で
き
な
い
た
め
。
事
業
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

【
環
境
水
道
課
】

　
町
内
の
海
岸
線
に
漂
着
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
等
を
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

回
収
・
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
黒
岩
大
川
地
区
～
山
崎
川
の

２
・
３
娃

で
、
６
月
頃
に
実
施
の
予
定

で
す
。

　
年
々
、
海
に
は
プ
ラ
ご
み
が
増
え
、

こ
の
ま
ま
い
く
と
２
０
５
０
年
に
は
、

魚
の
量
よ
り
も
ゴ
ミ
の
量
が
多
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ

メ
の
お
な
か
の
中
か
ら
、
大
量
の
プ
ラ

ご
み
が
出
て
き
た
り
、
網
の
ゴ
ミ
が
く

ち
ば
し
や
体
に
巻
き
付
い
て
餓
死
し
て

くちばしが動かず餓死した鳥

クジラの胃の中から１００手のごみ！

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、

「
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
保
育
園
や
幼
稚
園
、
各
学
校
に
手

紙
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

ほ
か
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
６
月
の

町
広
報
に
チ
ラ
シ
が
入
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和４年１月末現在八雲総合病院　令和３年度決算見込み

対前年比Ｒ２−Ｒ３
令和２年度
（決算）

令和３年度
（決算見込み）

１０３．２％７，９４１万９千円
５６億
２，９１６万１千円

５８億８５８万円
収益総計
Ａ

９９．２％
△
４，３８７万５千円

５４億
２，７４４万４千円

５３億
８，３５６万９千円

費用総計
Ｂ

２１０．７％
２億
２，３２９万４千円

２億
１７１万７千円

４億
２，５０１万１千円

差引収支
Ａ−Ｂ

１９０．７％
５億
９，６１６万１千円

６億
５，７４６万９千円

１２億５，３６３万円内部留保資金



〔 ２１ 〕 令和4年5月号

●
熊
石
地
域
審
議
会
の
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
（
地
域
振
興
課
）

　
熊
石
地
域
審
議
会
（
熊
石
議
会
）
は

熊
石
地
域
に
お
け
る
振
興
と
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
の
町
長
の
付

属
機
関
で
あ
り
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ

て
審
議
し
答
申
す
る
ほ
か
、
町
長
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
　
員
　
公
募
に
よ
る
　
名
。

１４

定
例
会
　
年
６
回
開
催
。

常
任
委
員
会
　
総
務
経
済
と
文
教
厚
生
。

年
２
回
開
催
。

全
員
協
議
会
　
年
２
回
開
催
。

●
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
見
直
し
に

つ
い
て
（
総
務
課
）

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
申
請
者

等
の
負
担
軽
減
と
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
１
３
２
５
件
の
手
続
き
に
対

し
、
１
０
９
２
件
の
押
印
を
廃
止
す
る
。

総
務
経
済

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
等
の
取
得

に
つ
い
て
（
産
業
課
）

　
熊
石
地
域
に
あ
る
「
さ
け
ま
す
内
水

面
水
産
試
験
場
道
南
支
場
」
を
北
海
道

か
ら
取
得
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
種

苗
生
産
過
程
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
等
の

感
染
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
上
八
雲

地
区
に
あ
る
「
ふ
化
施
設
」
に
つ
い
て

も
、
取
得
を
予
定
し
て
い
る
。

上
八
雲
地
区
ふ
化
施
設
の
概
要

・
養
魚
池
は
５
基
。

・
飼
育
池
は
６
基
。

・
建
物
は
管
理
棟
、
飼
育
棟
、
車
庫
。

・
湧
水
は
毎
分
４
・
０
ト
ン
、
温
度
６

～
７
度
。

・
温
泉
は
毎
分
０
・
０
６
ト
ン
、
温
度

　
度
。

２３・
施
設
の
能
力
は
種
卵
ふ
化
数
　
万
粒
、

１０

稚
魚
生
産
数
　
万
尾
。

１０

●
八
雲
消
防
署
落
部
出
張
所
併
設
八
雲

消
防
団
第
６
分
団
格
納
所
の
建
設
候
補

地
に
つ
い
て
（
消
防
本
部
）

　
建
設
予
定
地
と
し
て
示
さ
れ
た
落
部

駅
前
の
土
地
は
、
日
々
の
救
急
、
火
災

出
動
の
対
応
等
を
考
慮
す
る
と
適
地
で

あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
地
盤
の
嵩

上
げ
な
ど
、
１
ｍ
～
３
ｍ
の
津
波
の
高

さ
に
対
応
し
た
建
て
方
を
検
討
し
て
い

く
。

●
八
雲
町
役
場
新
庁
舎
等
建
設
事
業
に

つ
い
て
（
総
務
課
）

　
国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院
跡
地
、
旧

八
雲
養
護
学
校
校
舎
及
び
跡
地
の
取
得

に
か
か
る
費
用
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

八
雲
病
院
跡
地
の
価
格

　
更
地
と
し
た
場
合
の
不
動
産
鑑
定
評

価
額
は
約
３
億
円
。

建
物
解
体
撤
去
費
用

　
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
費
用
を
除
い
た
費

用
は
約
６
億
円
。

譲
渡
に
か
か
る
条
件
等

　
土
地
の
価
格
約
３
億
円
と
比
較
し
、

建
物
解
体
費
用
約
６
億
円
の
方
が
高
額

な
こ
と
か
ら
、
土
地
・
建
物
を
０
円
で

譲
り
受
け
、
建
物
の
解
体
を
町
で
実
施

す
る
。

　
土
壌
汚
染
対
策
工
事
及
び
建
物
の
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
に
つ
い
て
は
、
国
立
病

院
機
構
の
費
用
負
担
で
行
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
土
壌
汚
染
対
策
工
事
は
令
和
５
年
度
、

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
は
令
和
６
年
度

に
予
定
。

旧
八
雲
養
護
学
校
校
舎
等
の
取
得

・
建
物
は
公
共
の
用
途
で
使
用
す
る
た

め
無
償
で
譲
与
さ
れ
る
見
込
み
。

・
土
地
は
実
施
設
計
に
合
わ
せ
購
入
予

定
。

八雲病院跡地

　
浸
水
区
域
に
公
共
の
建
物
を
建
て

る
こ
と
に
つ
い
て
法
令
的
に
合
致
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
委
員
を
経
験
さ
れ
た
方
で
「
我
こ

そ
は
！
」
と
思
う
方
は
、
是
非
、
町

議
会
議
員
に
立
候
補
を
！



〔 ２２ 〕令和4年5月号
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希
希
希
希
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Ｑ　どのような活動ですか？

　まちづくり委員会、ひとづくり委員会、総務

拡大委員会を設け、町民向けのイベント開催や、

能力向上のためのセミナーなどの勉強会、他の

ＪＣ団体との交流などの活動を行っています。

Ｑ　議会広報は見ていますか？

　議会としての政策のビジョンとか載せてもら

えれば、私たちもまちづくりに結び付けていけ

るのかなと思います。

Ｑ　議員に立候補できそうな方はいますか？

　ＯＢにはその逸材は確かにいます。逆に議員

になれるような人材を紹介してください。

Ｑ　八雲にあったらいいなと思うことは？

　ホタテの浜焼きを食べさせてくれる場所。

　木彫り熊のＰＲをもっとしたらどうか。郷土

資料館も場所がわかりにくく、何だかもったい

ない。

Ｑ　八雲に足りないものは？

　公園の遊具などの管理面。遊具があれば子ど

もは遊ぶと思うし、防犯カメラがあれば安心で

きる。

　病院の医師・スタッフの充実と確保。

Ｑ　役場新庁舎建設について思うことは？

　町の要である場所だから、何があっても機能

不全にならないようにしてほしい。

　５０年６０年経っても、維持管理の経費がかから

ない建て方が好ましい。

Ｑ　その他なにかありますか？

　以前、八雲高校に農業専門の学科があった。

酪農の町を活かして、このような学科を設けた

ら町外からも来てくれるのではないか。卒業後

の雇用にも繋がるような気がします。

Ｑ　八雲青年会議所のＰＲを是非！

　来年５０周年を迎えますので、記念事業を計画

しています。町民も巻き込んでの事業を考えて

いますので、期待してください。

　仲間を募集しています。ＪＣに入りたい若い

青年の皆さま、是非一緒に活動しましょう！女

性も大歓迎です！

～取材を終えて～

　青年会議所出身の議員が数名いることが、今

回の取材でよくわかりました。組織としてしっ

かり柱を立て、それぞれの部門で共有し連携が

取れている。人との繋がりを大切にし、「まち

づくり」に積極的に取り組んでいると感じまし

た。
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この広報の製作費は、１部あたり７０．４円です。

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

八雲青年会議所の皆さまです！

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。
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